
































































































※ 2）bslu bridとある。slu byedと読む可能性も考えられるが，表記がより近いことか



































（3） dus ma yin pa’i ’chi ba bco brgyadとある。十八ではなく八であるが，『Dung dkar tshig mdzod 












































※ 2）文字が不鮮明であり spugすなわち spug po（寡黙な者）とも見えるが，後への繋が
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りから sdugと理解した。
※ 3）yin ma gtogs/（～である以外）とあり，理解しがたい。文脈から yin ma rtogs/と読
むことにした。
※ 4）phudまたは phungとある。一応，’byid paの過去形 phudと考えたが，’bying ba（沈
没する）の過去形 phungと読めなくもない。
※ 5）’jigs pa（恐れ）とあるが，文脈から ’jig paと読んだ。
※ 6）古代のチベットにおいて，仏教を国教として受け入れて盛んにした Srong btsan sgam
po，Khri srong lde’u btsan，Khri gtsug lde btsanという国王である。
※ 7）chos khrimsは律儀戒と菩薩戒と三昧耶戒という三律儀と，寺院の清規をいう。
















※）bsam pa bzang po sbyor ba sems bskyed dam pasのうち，bzang po sbyor baは bzang po
spyod ba（普賢行）の誤字として，「思惟は普賢行〔という〕勝れた発心により」とい
う可能性も考えたが，内容的に分かりやすくなるわけでもない。『大楽国土誓願の註



































































































※ 7）ya leとある。『蔵漢大辞典』には ya le yo leに「漫然」といった用例がある。『大楽
国土誓願の註疏』p.254 の該当個所には yal leとあり，『蔵漢大辞典』には yal le yol
leについて「漫然」「茫然」といった用例がある。いずれも否定的な文脈での用例が
見られるが，ここでは心喜ぶ場面であるから，このような訳語を選択した。
※ 8）tha leとある。『蔵漢大辞典』に見られない。『大楽国土誓願の註疏』p.254 の該当個
所には dung ngeとあり，『蔵漢大辞典』の dung nge ba「切々とした」という訳語を
参照した。
※ 9）訳註 9を参照。
※ 10）cf. bKra shis編 bDe smon phyogs bsgrigs. stod cha（祝詞集上巻），Si khron mi rigs dpe
skrun khang（四川民族出版社），1994, p.187 l. 3；和訳　ツルティム・ケサン，小谷
信千代「チベットの浄土教―民衆の信仰―」（『浄土仏教の思想　三』1993）p.255
※ 11）有情を縁ずる悲，法を縁ずる悲，無所縁を縁ずる悲という三種類の悲は，『無尽意







※ 14）未確認。言葉自体は，「結界をしている宝師（活仏）」を意味する。Tibetan Bhuddism 
Resource Centerで人名検索すると，sMan sdon mtshams pa rin po che Karma Nges












































（8） 梵文，チベット訳『無量寿経』第 18 願（魏訳第 19 願）の内容に対応する。cf.『浄全』23，
p.241
（9） シャーンティデーヴァ著『集学論』（Bendall［1977］p.175；cf. D.東北 No. 3940, Khi.98b2–












上 p.169），Gung thang dKon mchog bstan pa’i sgron me（1762–1823．ゲルク派）著『主無量
光に依るグル・ヨーガ　最上国開門』（cf.同上 p.64），Ye shes rgyal mtshan（1713–1793．ゲ
カルマ・チャクメーの極楽願文『清浄大楽国土の誓願』の和訳と研究（藤仲孝司） 97
ルク派）著『所作タントラ蓮華族の正尊無量寿主の成就法および断食の作法』（cf.同上
p.125），’Jigs med gling pa（1729/30–1798．ニンマ派）著『極楽に往く儀軌―無量速疾道』（cf.
同上 p.97），Khrag ’thung bDud ’joms rdo rje（19 世紀．ニンマ派）著『浄らかな顕現から無
























































































































意味する。cf.『入中論自註釈』ad MA VI 26（Poussin ed. p. 107 l. 19–p. 108 l. 6；D 
No.3862’A 255a1–2；和訳　小川一乗『空性思想の研究』1976, pp.92, 98；ナーガー
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ルジュナ著『宝鬘』RA IV 62cd（Hahn ed. 1982, p.116–117；瓜生津隆真『大乗仏典
14　龍樹論集』1974，p.294；ツルティム，藤仲『中観哲学の研究 VI』（2009）
pp.354, 357
※ 2）kha spor re byas paとある。spor ba（追加），古い用例の spo ba（変換，移転）の可
能性もあるので，暫定的な翻訳である。





※ 4）未確認。※には ltos（見かけ）とあるが，『大楽国土誓願の註疏』p.261 での同じ引







※ 5）現行の同経に未確認。Yon tan rin po che’i mdzodは通常『宝徳蔵般若経』を意味する。


















※ 12）stong ’khun.辞書類に出ていないが，lCang skya rol pa’i rdo rjeはこれが漢語「東君」
の音写であることを述べている。cf.ツルティム，藤仲『菩提道次第大論の研究』
（2005）p.306












※ 15）sbra gzhis. sbraは放牧を行う草地，gzhisは荘園を意味する。
※ 16）乾燥した皮革は加工しがたいが，前もって水につけておくと，柔らかくなって加
工しやいということであろう。











※ 23）’ma brgyad? ba’iとあり，読解できない。『大楽国土誓願の註疏』p.274 に ’phur ba
とあるのに従う。
（11） bzod blag medとある。『蔵漢大辞典』には bzod glags medの表記で出ており，「耐える手だ
てが無い」と説明している。『大楽国土誓願の註疏』p.259 には，「耐える手だての望みが無
い」という。













マチク・ラプキドンマ（Ma gcig lab kyi sgron ma. 1031–1129）著『誓言二十一 Sras rgyal ba Don
grub la mKha’ ’gro’i gsang tshig tu gdams pa Dam tshig nyi shu rtsa gcig pa』（カルマ・チャクメー
著『虚空の法，大楽国土を成就する灌頂を整然と配置したもの gNam chos bde chen zhing 



























※ 1）dag shan?とあり，読解できない。文脈より gshog paと読んだ。







A Japanese translation and study of rNam dag bde chen zhing gi smon lam
(bDe chen smon lam) by Karma Chags-med:
On the practice of transferring of merits, the seventh part of the seven fold offerings,
the generation of mind for the highest enlightenment, and
the beginning part of the transferring of merits for
oneself and others to be born in the Sukhāvatī
FUJINAKA Takashi
bDe-chen-sMon-lam (Prayer-for-the Sukhāvatī) by Karma Chags-med (Skt. Rāgāsya. 1612–1678), a
scholar, master-practitioner of bKa’-rgyud-pa and rNying-ma-pa tradition, is the most famous and
 influential bDe-smon (Prayer-for-the Sukhāvatī) in Tibet, as well as Zhing mchog sgo ’byed by Tsong-
kha-pa (1357–1419), and belongs to a group of revealed scriptures gNam chos. In this paper, I have
translated and studied in collaboration with Mr. Nakamikado, this prayer’s, the practice of transferring
of merits, the seventh part of the seven fold offerings, the generation of mind for the highest enlight-
enment, and the beginning part of the transferring of merits for oneself and others to be born in the
Sukhāvatī.
Key words: Karma Chags-med, bDe ba can gyi smon lam (bDe smon), rNam dag bde chen zhing gi
smon lam (bDe chen smon lam), the seven fold offerings, the transferring of merits
